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この論文は 2 つの部分より成る。前半においては、この物質のTN 以下の ordered state での反強
磁性共鳴のデーター及び磁合的存性質を予盾なく説明できるよう、各種の resonance ノ f ラメーターを
評価することである。後半においては、 TN近傍でみられる“常磁性"共鳴吸収を short ran~e order 
spin cluster 聞での反強磁性共鳴のモードとして解釈し、低次元磁性体における顕著な short ranｭ
ge order の効果による、 TN以上で、のコヒーレントなスピンの運動を示すことである。
ここで研究の対象になっている Cu(HCOO )24H2 ü は帯磁子の測定から l00K に百をもつこと、及び
650 K に short range order の発達を示す巾広いピークのあることが知られている。 (TX max) 
TXmax/TN =3.8 と言う値は、この物質が普通に取り扱われている 3 次元的な磁性体ではなく、低
次元磁性体であることを示している。一方結晶学的な考察からは、この物質は磁気的に 2 次元的な様相
を示すであろうとも予想される。これらのことからこの物質のスピン系は 2 次元のハイゼンベルグス
ピン系を構成していると考えられている。このような低次元磁性体においては、 TNと TXmax の間の温
度範囲では、 long range ord er を除外するような形でshort range order が充分に強く発達するこ
とが期待できる。従って低次元磁性体では、このような温度範囲で、 3 次元磁性体では困難な、
short range order の状態でのスピン相関等の研究が可能となる。
一方、転移点近傍での現象を調べるには、 TN以下の反強性状態を正確に記述することが必要である。








特に、 Cu2+スピンのg-テンソルの orthorhombicit y を正しく評価する作業を行った。その結果、反強
磁性共鳴をほぼ矛盾なく説明することに成功した。
温度の上昇に伴ない、 120K 附近から、反強磁性共鳴以外の吸収が現われる。この吸収はさらに温
度をあげてゆくと、ほぼ25~300 K で常磁性共鳴吸収にスムーズにつなげる。この温度範囲 (120K 
~300 K )ではこの吸収の吸収量は非常に弱く、その線巾も 1~4 KOeで、常温での値より、遥かに大
きい。
これらの吸収は、次のように考えることにより説明される。即ち、 この物質は 2 次元的なために











の研究者の関心を呼んで、いる。この理由のーっとして、低次元、すなわち 1 次元、あるいは 2 次元磁
性体では一般にキューリ一点あるいはネール点が非常に低い温度にあって、それよりも高い温度領域
で異常に発達した short range order が存在し、それが、丁度臨界領域を広く拡大したような形で
現れるために 3 次元磁性体では得られない多くの知見を興えてくれることによる。
森本君はこのような低次元磁性体の中で典型的な2 次元反強磁性を示す蟻酸銅の水加物、 Cu(HC




は更に実験を進め、その理論的背影を調べて Caster 等の取扱いで、はCu2十スピンのg-tenser の
取扱いが不充分なこと、および交換相互作用の大きさの評価に不充分な点があることを見出し、
これらを修正することによって矛盾を解消することが出来ることを示した。
(2) 更に森本君はネール点のかなり下、 120 K 附近からネール点の上250 K 附近の温度領域において新
らしい吸収線を見出した。これは非常に弱いシグナルしかあたえないためCastner 等が見落して
いたものである b この吸収線を調べて見ると、その温度、周波数、角度依存性から、ネール点
近傍で生じたshort range order 内における反強磁性的なクラスター内の共鳴現象であることを
結論づけた。このような共鳴が見出されたのは初めてであって高く評価される
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以上の 2 つの成果は重要かっ独創的なものであり、それに至る解析も綿密ですぐれたものである。し
たがって本論文は理学博士の学位論文として充分の価値あるものと認める。
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